
 

 

 

戦前、樺太(現サハリン)へ渡った日本人家庭に生まれた女

の子。1945年夏、母娘だけで敗戦を迎えた。戦後ソ連領と

なり、次々と変化するサハリン社会を母娘はどのように生

き抜き、女の子はどのように成長していったか？なぜ、長い

間帰国できなかったのか？女の子の目を通した体験を語

る。 

【「中国国留孤児」髙田俐 の人生】 

        「 「 「 「 語り部 泉俐 俊英 

敗戦時の混乱の国、9歳の少年は生きるために一人、国国

人家庭に預けられる。その後激動の国国を生き抜き、約40

年ぶりに帰国するが日本での生活は？中日本には太陽がな

い髙中来世は鳩になりたい髙と語る意味は？娘として父の姿

を見続けた語り部が語る。 

HP→ 

web でのお申込みはこちらから 
https://forms.gle/SGDTuwYutRLHTSrt9 
 
 

+ 

地図 QR↓ 

≪当日の講話内容≫ 

※参加費無料!要事前申し込み 

★オプション企画 歴史背景映像放映 
ご興味のある方は少し早めにご来場の上、ご視聴ください ！ 

・13：15～ 中国残留邦人の背景を知る 

 「二つの国の間で」（20 分） 

・13：35～ 樺太残留邦人の背景を知る 

         「遠い対岸～樺太残留邦人はなぜ生ま 

れたのか～」(14 分) 


